
 

 

 

 

 

韓国における口蹄疫の発生について 

 平成２９年２月５日に、韓国忠清北道において口蹄疫の発生が認められました。韓国での

発生は 11 ヶ月ぶりで、その後も、2 月 13 日までに A 型、O 型合わせて計 9 例の発生が

確認されていることから、我が国への侵入リスクが一段と高まっています。 

一方、２０１６年には、約２４００万人の外国人が訪日しており、口蹄疫の発生国（韓国、

中国、台湾等）からの訪日外国人の割合は全体の約７８％を占めます。 

 このような状況を踏まえ、熊本県においては平時の防疫対策に加え、外国人観光客が訪れ

る旅館、ホテル、ゴルフ場に対して消毒マット設置等の協力を依頼するなど、更なる防疫強

化に努めています。 

畜産関係者におかれましても、飼養衛生管理基準をきちんと遵守し、農場内への病原体侵

入防止に努めるようお願いします。また、口蹄疫を疑うような特定症状（流涎、水疱、発熱

等）を発見した場合は、速やかに当所まで御連絡くださるようお願いします。 
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国内における高病原性鳥インフルエンザの発生について 

 昨年１２月２７日に発生した南関町における高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）につ

きましては、その後の新たな発生もなく、１月１９日に移動制限区域が解除されました。 

しかしながら、１月に岐阜県、宮崎県、２月に佐賀県と国内での発生はその後も認められ

ていることから、今後も警戒が必要です。 

養鶏農家及び関係者におかれましては、今後とも野生動物の侵入防止等の防疫対策による

ＨＰＡＩの発生防止に努めていただきますとともに、死亡率増加等が認められた際は、速や

かに当所まで御連絡くださるようお願いします。 

 

県内における豚流行性下痢の発生について 

 １月２９日に菊池地域の養豚場において、今シーズン※県内初となる豚流行性下痢（ＰＥ

Ｄ）の発生が認められ、１月３１日と 2 月 15 日に、同地域にてさらに２例の発生が確認さ

れています。 

PED の発生は、２５年度以降、年々件数は減少していますが、今シーズンにおいても１

２県３５戸で発生が認められています。農場内における清掃・消毒に加え、農場外で使用し

たトラックは、タイヤハウス、フロアマット、ペダル等の車内外を念入りに消毒するなど、

ウイルス侵入防止対策の徹底をお願いいたします。 

※ＰＥＤでは、９月から翌年８月までを１シーズンとして考えます。 



２月 13 日現在 


